
Συμπόσιαの思い出 

― 山口巖先生を送る ― 
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 山口巖先生は、その赫赫たるご業績からも窺われるとおり、かの泉井久之助博士
の薫陶を受けた筋金入りの言語学者であった。本名の「いわお」のほか「がん」と
も呼ばれた。古典語に基礎を置いた広範な言語知識に裏打ちされて、スラブ諸語に
見られる諸現象に通底する深層の原理を嗅ぎ分ける、あるいはまた記載が混乱する
年代記を的確に読み解く能力、そして文の構成原理を軸としたいわゆる内容類型学
の可能性に逸早く気づいたご炯眼等にはただただ敬服するばかりである。他方、先
生には身近な人たちと会食を楽しむ気さくな一面もあった。師弟関係のない小生が
お近づきになったのはもっぱら先生の後者の側面である。 

 

 先生の御尊名を故木村彰一、千野栄一両先生等を通じて知ったのは西ヶ原に学ん
でいた頃のことであった。『ロシヤ語ロシヤ文学研究』に掲載された「準他動詞につ
いて」、「運動の動詞について」等々のご論文を禄に理解できぬままに拝読し、ロシ
ヤ（現ロシア）文学会では畏怖の念をもって末席からお姿を拝ませていただいたも
のである。不躾にも拙文をお送りし、ご返報いただいたことが最初のわずかな接点
だったろう。その後親しくお近づきになったのは、北摂箕面に職を得て東海道を西
下してからのことである。爾来、毎月開催される古代ロシア研究会（以下、古露研）
の末席にお加えいただき、またウィーンに在外研究に出るまでは非常勤にもお呼び
いただいて先生の研究室には頻繁にお邪魔した。 

 思えば、はじめて吉田南の先生のお部屋にお邪魔したのは、同居人と半年ばかり
暮らした埼玉志木の寓居を引き払い単身伊丹の公務員宿舎に移り住んだ後の、昭和
最後の初夏のことであった。訪問の経緯はもはや忘却の彼方にある。だが、その晩
研究室の木下晴世さんともどもお食事のお供をさせていただいたことは忘れられな
い。タクシーで向かったのは、その後も繰り返しご一緒することになる三条駅東の
「伏見屋」。今は閉店してしまったこの庶民的な名店の女将多津子さんと早苗さん
に「食べよし」と勧められるままに、内陸京都にいることを忘れるような質・量と
もにすばらしい鮮魚やアワビの刺身、名物ハモの湯引き、山盛りの天ぷら等々に舌

–17–



鼓を打ち、伏見の美酒に舌も滑らかとなって、気がつけばすでに夜半近く。まだ電
車の便はあろうと高をくくっていたところがすでに阪急京都線の梅田行きはおしま
いだという。当然その先の伊丹までの便はない。やむなく途中の茨木からタクシー
を使おうかと懐を心配していると、まだ便に余裕のある京阪線を利用される山口先
生がやおら「僕のとこ来るかい？」とおっしゃる。聞けば、先生はマンション同階
の二区画を所有され、お子様三人が全員本郷に去った今、その一方は先生の専用で
あって奥様への気遣いは無用だという。そんな無礼をはたらいてはならじと逡巡し
つつも、結局おことばに甘え、何と、はじめて親しくお目にかかったその日に小生
は先生の寝屋川のお宅にご厄介になってしまったのである。翌朝は早々に御暇申し
上げたのは言うまでもないが、当時の自身の粗忽ぶりにはまったくもって汗顔の至
りである。 

 

 先生の研究室には入れ代わり立ち代わり色々な人が訪れる。当時私生活は淋しく、
まだ関西に知り合いの少なかった小生も、おかげで徐々に人の輪を広げることがで
きた。敬称は略させていただくが、中條直樹、佐藤昭裕、岡本崇男の各氏をはじめ
とする古露研（当時は先生の部屋で開催されていた）のメンバーは当然として、小
野理子、藤代節、藤本和喜夫、木村崇等々の方々と懇意になったのも山口先生のお
部屋での交流を通じてである。Karel Fiala さんや、ときどきハワイから帰国なさる
淸瀨義三郎則府さんとも繰り返しお目にかかった。俳優の辰巳琢郎氏の同級生だと
いう同い年の桂山康司さんとは特に馬が合って頻繁にご一緒し、銀閣近くの彼の寓
居に一晩厄介になったことも懐かしい思い出である。 

 

 古露研恒例の暑気払いの会や忘年会ではもちろん、毎週の授業の後や毎月の古露
研の帰りにも木下さんを交えて必ず夕食をご一緒した。ここにしばしば木村さんも、
稀には藤本さんなども加わったものである。もっとも足繁く通ったのは上記の伏見
屋、次いで同じく三条駅近くの「安

やっ
さん」と、四条から木屋町を少し下ったところ

にあったラム料理屋だろうか。 

 安さんでは牛モツと野菜を卓上で炒めて一味唐辛子を大量に振りかけてビールの
アテにし、〆に焼うどんをいただいた。グジ（甘鯛）の塩焼きや、食中毒の懸念か
ら今では提供が禁止されたレバ刺しなどもうまかったし、大将の娘さんだろうか、
配膳してくれる女性のはつらつとした応対も気持ちがよかった。三条駅周辺の再開
発でお店はなくなってしまい残念に思っていたが、ググるとその後少し南に新たに
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お店を構えたらしい。京の雅な夜を求めない気安い友が上洛する折にでも、またお
邪魔したいものである。 

 他方のラム料理屋はもうない。何だか妙な屋号だったが忘れてしまった。山口先
生は黒コショーステーキが特にお気に入りで、そのほかにラムチョップやら煮込み
やら何やかやを紹興酒を片手に皆でつついて、ラム入りのカレーライスで腹をこし
らえて帰路に就くというのがいつものパターンだった。後年、そのおいしさが忘れ
られず、京大での調べ物の帰りだったか、ちょうど仕事あがりの赤井規晃くんを誘
って何年かぶりにお邪魔したことがあった。すっかり白髪となったご主人は小生を
見覚えていてくださり、あれやこれやと近況を交換し合ったことも思い出される。 

 ちなみにそのご主人は山口先生とかなり親しかったらしい。先生は京大に続いて
奉職した鳥取環境大を定年退職した後、京都に秘密基地のような仕事部屋を設けた
が、その不動産物件をみつけるにあたっては件のラム料理屋のご主人にお世話にな
ったとか。その秘密基地には一度古露研の会合の後に何人かでお邪魔したことがあ
る。 

 

 さて、いつも行くのはそんな庶民的なお店ばかりだったが、たまには高級なとこ
ろにお供することもあった。 

 小生にとってもともとウナギは好物ながら、たまにしか口に入らない贅沢品だが、
三十三間堂向かいの「わらじや」のウナギ料理の格は数段高い。それまでウナギと
言えばもっぱらうな丼（「わらじや」では「まむし」という）か、うな重ぐらいしか
知らなかったが、ここでウナギの鍋とおじやのコース「う雑炊」と、蒲焼を卵焼き
で巻いた巨大な「う巻き」の妙を知った。白焼きを山葵でいただく味わいを知った
のも「わらじや」だったろうか。 

 聖護院西の蕎麦専門店「河道屋」でも一度宴が催されたことがある。関西に来て
からそばを口にする頻度は著しく減ったが、「もり」か「ざる」、懐に余裕があると
きには「板わさ」と「天ざる」に一本か二本熱燗を添えるぐらいで至福を感じる小
生にとって、河道屋の蕎麦巻きや養老鍋は贅沢の極みであった。 

 修学院にあった十一屋では名物のナマズをいただいた。確か中村喜和先生とサン
クトペテルブルク（当時はまだレニングラードだったか？）から Гелиан Михайлович 

Прохоровさんをお迎えした時だったろうか。ナマズは後にも先にもその一回しか口
にしたことはないが、あれほど旨いものとは知らなかった。刺身から天ぷら等々を
経て蒲焼までとても堪能させていただいた。閉店してしまったことは残念でならな
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い。 

 佐藤純一先生がおいでになったとき、宴の場となったのは丸太町駅に近い鳥専門
店八起庵であった。ここで、山口先生に勧められて、昼にはときどき奮発して庵

いおり
弁

当をいただいたものだが、夜に伺ったのはその時が最初である。ここは質も結構な
上に、京の料理屋としては例外的に量も多く、お腹が本当にいっぱいになる。一昨
年晩夏、友人が京都観光に来たときにここで夕食を共にしたが、量の多さを再認識
した。やや足が衰えたご主人も、おっとりした上品なお女将さんも、また帰りにゆ
で卵を土産にいただける習慣も健在であることをうれしく思う。 

 

 他方、古露研の宴は他地で催されることもあった。山口先生のご親戚が営む岐阜
揖斐
い び
川町の栄屋旅館が暑気払いの会場になったことも、小生の知る限り、三度あっ

た。その初回が開催されたときには小生はまだ古露研メンバーではなく巣鴨かヨー
ロッパにあって参加できなかったが、二回目と三回目には喜んで参加させていただ
いた。初回には当時福井にいた魚好きの浦井さんがバイクで険しい冠山峠を越えて
やってきたと聞くし、中條先生も贔屓にしていたが、そのお気持ちもよくわかる。
何しろ夕食のアユ尽くしが質・量ともにすごい。キュウリにも似たさわやかな香り
がする刺身にはじまり、白焼き、塩焼き、甘露煮、天ぷら、フライやら何やかや、
恐らく十匹以上を堪能した後で〆に大量のアユ雑炊が供され、口の卑しい小生もつ
いに音を上げた。翌朝の山の幸満載の朝食もおいしくいただき、近くの道の駅でア
ユの甘露煮と袋一杯のミョウガを買って帰路に就いたことを覚えている。後日、山
口慶四郎先生にそのすばらしさをお伝えすると、是非行こうと言う。そこで、十年
ほど前だったか、親しい北岡千夏さんと大塚大くんも誘って再訪したが、量は少し
減ったかもしれない。合間に麻雀卓を囲んだことも懐かしい。 

 麻雀つながりの蛇足で恐縮だが、昨年末慶四郎先生の奥方真砂様が幽冥境を異に
されたというお知らせをいただいた。奥様は麻雀がお好みで、川西のご自宅で卓を
囲んだ際には地獄待ちの「發」で小三元を振り込んで差し上げた（無論、意図的で
はない）。その偶然の接待が奏功してか、奥様はいつも小生に親しく接してくださっ
た。ありがたいことである。先に逝かれた慶四郎先生とともにご冥福をお祈りする。 

 閑話休題、もう三十年近く前になるだろうか、福井で開かれたカニ尽くしの忘年
会もすごかった。福井大学から十五分ほど歩いたように思うが、場をセッティング
した浦井さんにお尋ねすると、その店の名前は黛ジュンのヒット曲を思わせる「夕
月」だった由。さらに、すでに閉店して久しいとも伺った。二階の座敷にずらっと
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並んだズワイガニないし越前ガニ料理のおいしさは格別で、かつその量も申し分な
かった。実はその十年ほど前、アルバイトで半月ばかり滞在したナホトカで、当時
は国内で貴重品だったタラバガニを食べ過ぎて腹をこわしたことがある。それが一
種のトラウマとなって、カニとは少し距離を置いていたのだが、福井の宴は認識を
新たにする機会となった。思うにわが人生最高のカニ料理である。コロナ禍が収ま
れば、年末に福井に行く予定もあるので、その折の再訪を願っていたがそれも叶わ
ず大変惜しい。 

 

 山口巖先生はここ数年めったに古露研にも顔を出されなくなった。最後に食事を
ご一緒したのは The 17th Indo-European Colloquium of Japanの後の懇親会であったろ
うか。以下はその宴の後の記念写真である（http://www.let.osaka-u.ac.jp/~kamiyama/ 

ogk_reikai163.files/ image054. jpg）。前列左から赤井規晃、鈴木誠一、吉岡治郎、下宮
忠雄、堀井令以知、山口慶四郎、山口巖、山口真那美、岡本崇男の各氏と小生。並
ぶ三人の山口さんに注目いただきたい。ほかの方については勝手ながら割愛させて
いただくが、適宜 http://www.let.osaka-u.ac.jp/~kamiyama/ogk_reikai163memoire.pdfに
て確認いたければと思う。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 宴に先立つ昼の部では山口先生に「内容類型学と一般言語学」と題してご講演い
ただいた。その映像が http://www.let.osaka-u.ac.jp/~kamiyama/ogk_video/ogk163yamaguchii.mpg

にあるので適宜ご覧いただければと思う。併せて堀井、下宮両氏にもお話を賜わっ
た。経済の慶四郎先生がここに列するのを奇異に感じる向きもあろうが、実は慶四
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郎先生は若かりし頃言語研究を志し、内地研究で泉井博士の薫陶を受けた経験があ
って、大阪外語での一つ後輩である堀井さんとも親しく、巖先生とも旧知の間であ
る。堀井さんとガン先生が来るとお伝えすると、それじゃあ行こうかとお運びくだ
さったのである。懇親会では泉井研究室での思い出を披露された。これらのお話し
（映像あり）を含めて当日のイヴェント全体については http://www.let.osaka-u. 
ac.jp/~kamiyama/ogk_reikai163.htmlを参照されたい。 

 

 先にお送りした堀井さんと慶四郎先生に続いて巖先生も鬼籍に入られてしまった。
コロナ騒ぎで親しい方との会食を遠慮する日々がもう一年近くも続いているが、こ
の先コロナが収まっても、もう巖先生と杯を傾けつつ、またおいしいものをいただ
きながら、あれやこれやと笑いを交えて俗世のお話を伺うことも、お教えいただく
こともできないかと思うと寂しい。三十数年にわたり数々の συμπόσιαをお供させて
いただいたことに感謝し、心よりご冥福をお祈りする。 

Requiescat in pace. 
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